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平成 23年３月定例会

議 

決 

結 

果 

の 

一 

覧

平成 23年度一般会計補正予算など 47議案を可決

条
例
（
可
決
七
件
）

●
田
辺
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
　  

　
に
つ
い
て

　

本
宮
団
地
の
一
部
を
廃
止
す
る
た　

　

め
改
正
す
る
も
の
。

●
田
辺
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
　

　
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

市
長
、
管
理
職
職
員
等
の
給
料
を　

　

一
年
間
減
額
す
る
ほ
か
、
用
語
の　

　

整
備
を
行
う
も
の
。

●
田
辺
市
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に
　

　
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
　

　
い
て

　

乳
幼
児
医
療
費
等
の
併
給
調
整
に　

　

関
す
る
規
定
等
の
整
備
を
図
る
も　

　

の
。

●
田
辺
市
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
条
例
の
　

　
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

新
た
に
本
宮
町
下
湯
川
に
生
活
支　

　

援
ハ
ウ
ス
を
設
置
す
る
も
の
。

●
田
辺
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
　

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
　

　
い
て

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す　

　

る
法
律
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
改　

　

正
す
る
も
の
。

●
田
辺
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
　

　
正
に
つ
い
て

　

文
里
港
整
備
事
業
の
終
了
に
伴
い
、　
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　平成２３年３月定例会は、２月２８日に開会し、３月２５日まで２６日間の会期で開

催されました。

　田辺市営住宅条例の一部改正についてをはじめ、平成２３年度一般会計・特別会計等

の当初予算など、市長提出議案４６件と国の関係行政庁に提出する意見書１件をすべて

原案のとおり可決しました。

　このほか、市長専決処分事項の報告等６件の報告を受けたほか、人権擁護委員候補者

の推薦については、「異議なし」としました。

　また３月１０日から１５日の４日間にわたり１２人の議員が一般質問を行いました。

　

当
該
特
別
会
計
を
廃
止
す
る
も
の
。

●
田
辺
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　
改
正
に
つ
い
て

　

出
産
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

　

る
た
め
の
暫
定
措
置
と
し
て
引
き
上

　

げ
て
い
る
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

　

額
を
恒
久
化
す
る
も
の
。

補
正
予
算
（
可
決
八
件
）　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

※
金
額
は
補
正
後
の
額

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
九
号
）

　

四
三
一
億
八
九
八
四
万
六
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
国
民
健
康

　
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　
三
号
）

一
一
○
億
四
八
六
万
六
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
老
人
保
健

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

一
九
五
九
万
四
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
後
期
高
齢

　
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三

　
号
）

　

一
六
億
七
七
三
六
万
九
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
介
護
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　
　

七
八
億
九
五
七
万
九
千
円
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●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
文
里
港
整

　
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

　
号
）

六
億
四
一
〇
八
万
二
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
診
療
所
　

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

四
億
五
〇
一
四
万
八
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
水
道
事
業

　
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

二
一
億
四
四
四
三
万
三
千
円

当
初
予
算
（
可
決
十
九
件
）

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
一
般
会
計

　
予
算

四
四
二
億
九
八
〇
〇
万
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
国
民
健
康

　
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

　

一
〇
九
億
四
一
四
六
万
六
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
後
期
高
齢

　
者
医
療
特
別
会
計
予
算

一
六
億
二
二
六
九
万
五
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
介
護
保
険

　
特
別
会
計
予
算

七
八
億
五
一
六
三
万
九
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
分
譲
宅
地

　
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

六
八
万
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
公
共
用
地

　
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算

四
億
一
〇
一
二
万
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
交
通
災
害

　
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

六
九
〇
万
六
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
同
和
対
策

　
住
宅
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予

　
算

四
〇
八
六
万
六
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
簡
易
水
道

　
事
業
特
別
会
計
予
算

五
億
一
四
〇
二
万
五
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
農
業
集
落

　
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

三
億
五
四
四
五
万
二
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
林
業
集
落

　
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

一
六
一
四
万
九
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
漁
業
集
落

　
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

四
六
一
九
万
九
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
特
定
環
境

　
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

　
算

五
四
四
九
万
五
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
戸
別
排
水

　
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算

四
八
九
万
三
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
診
療
所
事

　
業
特
別
会
計
予
算

四
億
二
四
八
四
万
八
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
駐
車
場
事

　
業
特
別
会
計
予
算

四
八
三
一
万
六
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
木
材
加
工

　
事
業
特
別
会
計
予
算

一
億
八
七
〇
五
万
六
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
四
村
川
財

　
産
区
特
別
会
計
予
算

三
一
八
八
万
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
水
道
事
業

　
会
計
予
算

二
三
億
三
二
四
〇
万
円

そ
の
他
議
案
（
可
決
十
二
件
）

●
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

複
合
文
化
施
設
に
設
置
す
る
電
動
式

　

集
密
書
架
の
購
入
契
約
を
締
結
す
る

　

も
の
。

●
土
地
の
処
分
に
つ
い
て

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
建
設
用
地
と
し

　

て
、
田
辺
市
芳
養
松
原
一
丁
目
の
土

　

地
を
処
分
す
る
も
の
。

●
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　

和
歌
山
県
介
護
保
険
審
査
会
の
裁
決

　

の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す

　

る
も
の
。

●
民
事
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て

　

市
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
者
及
び
連
帯

　

保
証
人
に
対
し
、
家
賃
の
支
払
い
を

　

求
め
る
も
の
。

●
田
辺
市
本
宮
渡
瀬
温
泉
セ
ン
タ
ー
の

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
を
「
熊
野
で
健
康
ラ
ボ

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
に
指
定
す
る
も

　

の
。

●
田
辺
市
本
宮
渡
瀬
緑
の
広
場
の
指
定

　
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
を
「
熊
野
で
健
康
ラ
ボ

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
に
指
定
す
る
も

　

の
。

●
田
辺
市
龍
神
丹
生
ヤ
マ
セ
ミ
の
郷
の

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
を
「
殿
原
区
」
に
指
定

　

す
る
も
の
。

●
田
辺
市
奥
熊
野
古
道
ほ
ん
ぐ
う
の
指

　
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
を
「
株
式
会
社
奥
熊
野

　

本
宮
」
に
指
定
す
る
も
の
。

●
田
辺
市
熊
野
古
道
館
の
指
定
管
理
者

　
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
を
「
中
辺
路
町
観
光
協

　

会
」
に
指
定
す
る
も
の
。

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

十
八
路
線
に
つ
い
て
、
新
た
に
市
道

　

路
線
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

●
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

市
道
二
路
線
に
つ
い
て
、
路
線
の
変

　

更
を
行
う
も
の
。

●
田
辺
市
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更

　
に
つ
い
て

　

公
共
用
施
設
の
整
備
項
目
を
追
加
す

　

る
も
の
。

人
事
案
件
（
一
件
）

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

　
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
よ
り
、
委
員
候
補
者
を

　

法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に　
「
異

　

議
な
し
」
と
し
た
。

　

委
員
候
補
者
は
次
の
と
お
り
。

　

中
谷
豊
藏
氏

報
告
（
六
件
）

●
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　
損
害
賠
償
（
二
件
）
の
額
を
定
め
、　

　
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
専
決
処
分

　

し
た
も
の
。

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
土
地
開
発

　
公
社
の
事
業
の
計
画
の
変
更
に
つ
い

　
て

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
土
地
開
発

　
公
社
の
事
業
の
計
画
に
つ
い
て

●
平
成
二
十
三
年
度
財
団
法
人
田
辺
市

　
社
会
教
育
振
興
会
の
事
業
の
計
画
に

　
つ
い
て

●
平
成
二
十
三
年
度
財
団
法
人
龍
神
村

　
開
発
公
社
の
事
業
の
計
画
に
つ
い
て

●
平
成
二
十
三
年
度
有
限
会
社
龍
神
温

　
泉
元
湯
の
事
業
の
計
画
に
つ
い
て

　

以
上
五
件
は
、
市
の
出
資
団
体
の
事

　

業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て
報
告
す

　

る
も
の
。

意
見
書
（
可
決
一
件
）

　

次
の
意
見
書
一
件
を
可
決
し
、
地
方

自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

外
国
資
本
に
よ
る
森
林
売
買
等
に
関
す

る
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書
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外
国
資
本
に
よ
る
土
地
所
有
に
つ
い

て
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
一
部
の
国
を

除
き
地
域
を
限
定
し
た
り
、
事
前
許
可

制
と
す
る
な
ど
何
ら
か
の
制
限
を
課
し

て
い
る
。

　

一
方
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
重
要

な
国
土
資
源
で
あ
る
土
地
に
関
し
て
、

外
国
人
や
外
国
法
人
が
日
本
人
と
同
様

に
土
地
所
有
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
林
野
庁
が
昨
年
十
二

月
九
日
、
外
国
資
本
に
よ
る
森
林
買
収

の
全
国
調
査
結
果
を
初
め
て
公
表
し
た

が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
六
年
か

ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
四
年
間
に
、
国

土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
け
出
が
必

要
な
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
土
地
の

取
得
だ
け
で
も
、
北
海
道
で
二
十
九

件
、
神
戸
市
で
一
件
の
計
三
十
件
、
計

五
七
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
が
外
国
資

本
に
よ
り
買
収
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
森
林
面
積
が
全

体
の
約
九
割
を
占
め
、
日
本
一
降
雨
量

の
多
い
大
台
个
原
が
上
流
に
控
え
、
日

高
川
・
熊
野
川
・
富
田
川
・
日
置
川
の

四
水
系
を
抱
え
る
中
で
、
市
民
の
安
心
、

安
全
の
観
点
か
ら
し
て
も
昨
今
の
外
国

資
本
に
よ
る
土
地
所
有
に
つ
い
て
は
、

大
き
な
不
安
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

森
林
は
、
生
命
の
源
で
も
あ
る
水
を

蓄
え
、
国
土
保
全
な
ど
の
多
面
的
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
、
ま
た
、
古
く
か

ら
我
が
国
の
歴
史
や
文
化
を
創
造
し
て

き
た
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
も
あ
り
、

今
後
、
河
川
の
上
流
域
等
の
水
源
地
域

に
お
い
て
、
何
の
規
制
も
な
い
ま
ま
に

外
国
資
本
に
よ
る
森
林
売
買
が
増
加
す

れ
ば
、
森
林
の
適
切
な
管
理
が
一
層
困

難
と
な
り
、
水
資
源
の
保
全
や
良
好
な

環
境
づ
く
り
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
容
易
に
危
惧
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
国
民
の

共
通
の
財
産
で
あ
る
水
資
源
や
国
土
保

全
の
観
点
か
ら
、
外
国
資
本
に
よ
る
森

林
売
買
の
規
制
を
は
じ
め
、
適
切
な
管

理
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
の
法
整
備

を
早
急
に
行
う
よ
う
、
こ
こ
に
強
く
要

請
す
る
。

（
提
出
先
）
内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・

農
林
水
産
大
臣
・
国
土
交
通
大
臣
・
内

閣
官
房
長
官
・
衆
議
院
議
長
・
参
議
院

議
長

一
般
質
問
と
答
弁
の
要
旨

人
口
減
少
に
つ
い
て

問
　
社
会
減
少
の
要
因
を
減
ら
す
た
め
、

　
　
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
か

　
　

平
成
二
十
二 

年
国
勢
調
査
の
速　

　
　

報
値
に
よ
る
と
、
本
市
の
人
口
は
、

七
万
九
千
百
七
人
と
、
八
万
人
を
割
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
社
会
減
や
自
然
減
の

推
移
を
見
て
い
く
中
で
、
お
お
む
ね
想

定
し
て
い
た
も
の
の
、
こ
の
よ
う
に
数

値
と
し
て
明
ら
か
に
な
り
、
改
め
て
深

刻
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
人
口
減
少
の
ひ
と
つ
の
要
因
で

あ
る
社
会
減
少
で
は
、
地
域
の
担
い
手

で
あ
る
生
産
年
齢
世
代
の
流
出
に
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
、
こ
の
こ
と
が
年
齢
構

成
の
不
均
衡
に
も
繋
が
っ
て
い
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
、
今
後
と
も
産
業
を
は
じ

め
と
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

若
年
層
を
は
じ
め
と
す
る
人
口
減
少

は
、
自
治
体
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
で

あ
り
ま
す
の
で
、
市
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
「
産
業
力
の
強
化
」
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、「
文
化
力
の
向
上
」

や
「
地
域
力
の
充
実
」
を
図
り
、「
田
辺

市
に
住
む
こ
と
の
価
値
」
や
「
田
辺
市

を
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
の
価
値
」
を
高

め
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
流
出
に
歯
止

め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
交
流
人
口
を

拡
大
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
ん
対
策
に
つ
い
て

問　

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
向
け

　
　
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か

　
　

毎
年
四
月
に
、「
田
辺
市
検
診
事
業

　
　

の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
す
る
際
に
、

四
十
歳
以
上
の
男
性
と
二
十
歳
以
上
の

女
性
の
対
象
者
に
対
し
、
特
定
健
康
診

査
や
各
種
検
診
受
診
券
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
「
女

性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
と
し

て
特
定
の
年
齢
の
女
性
に
、
検
診
手
帳

と
子
宮
頸
が
ん
及
び
乳
が
ん
の
検
診
費

用
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
、
受

診
促
進
と
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
は
、「
働
く
世
代

へ
の
大
腸
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
と
し

て
、
特
定
の
年
齢
の
方
に
、
検
診
手
帳

と
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
、
大
腸

が
ん
検
診
の
受
診
促
進
を
図
り
、
働
き

盛
り
の  

四
十
歳
代
後
半
か
ら
罹
患
者

数
、
死
亡
者
数
と
も
に
増
加
す
る
大
腸

が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

答

答

　

検
診
受
診
率
の
よ
り
一
層
の
向
上
に

努
め
、
が
ん
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と

健
康
意
識
の
普
及
啓
発
を
図
り
、
健
康

の
保
持
、
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て問
　
住
宅
改
修
と
福
祉
用
具
購
入
費
を

　
　
受
領
委
任
払
い
に
で
き
な
い
か

　
　

　
　
現
在
、
住
宅
改
修
費
や
福
祉
用
具

　
　

購
入
費
に
つ
い
て
は
償
還
払
い
で

行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
者
は
、

ま
ず
事
業
所
に
改
修
費
や
購
入
費
の
全

額
を
支
払
い
、
そ
の
領
収
書
を
申
請
書

に
添
付
し
支
給
申
請
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
後
、
給
付
の
適
正
化
を
図

る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

で
審
査
し
、
支
給
対
象
に
な
る
費
用
の

九
割
分
を
市
か
ら
利
用
者
に
お
支
払
い

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
要
支
援
一
及

び
二
の
認
定
を
受
け
た
、
比
較
的
軽
度

な
方
の
利
用
が
増
加
し
て
い
る
傾
向
に

答
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あ
り
ま
す
。
住
宅
改
修
と
福
祉
用
具
の

給
付
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
円
滑
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
特
に
住
宅

改
修
費
は
、
支
払
い
が
困
難
な
ケ
ー
ス

や
支
給
日
ま
で
の
日
数
の
短
縮
を
求
め

る
相
談
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活
福
祉
資
金
貸

付
等
の
ご
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

受
領
委
任
払
い
制
度
に
つ
い
て
は
、

受
領
委
任
対
象
事
業
所
を
あ
ら
か
じ
め

登
録
す
る
方
法
や
受
領
委
任
の
対
象
を

低
所
得
者
に
限
定
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
の
方
法
に
お
い
て
も
事

業
所
の
登
録
基
準
、
対
象
者
の
選
定
基

準
の
制
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
実
施
、
今
後
実
施
す
る
予
定

の
市
町
村
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
平
成
二
十
三
年
度
に
策
定
予

定
の
次
期
高
齢
者
福
祉
計
画･

介
護
保

険
事
業
計
画
の
中
で
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い

て問
　
施
設
待
機
者
を
解
消
す
る
た
め
の

　
　
取
り
組
み
は
進
ん
で
い
る
か

　
　

　
　

和
歌
山
県
が
実
施
し
た
調
査
に
よ

　
　

る
と
、
平
成
二
十
二
年
三
月
末
に

お
け
る
、
市
の
施
設
待
機
者
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
三
百
二
十
九

人
、
そ
の
う
ち
緊
急
性
が
高
い
と
思
わ

れ
る
要
介
護
四
及
び
五
の
待
機
者
数
は

百
二
十
六
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
施
設
待
機
者
の
解
消
に
向
け
、
現

在
、
介
護
老
人
保
健
施
設
百
床
、
介
護

老
人
福
祉
施
設
五
十
床
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
つ
い
て
も
、
整
備
が
必
要
と
見
込

ま
れ
る
五
十
四
床
を
前
倒
し
し
て
、
今

計
画
期
間
内
に
整
備
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の

整
備
に
よ
り
、
市
に
お
け
る
施
設
等
へ

の
入
所
待
機
者
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
三
年
間
を
計

画
期
間
と
し
た
、
第
五
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
実
施

予
定
の
「
高
齢
者
実
態
把
握
調
査
」
の

調
査
結
果
等
を
十
分
に
分
析
し
、
ど
う

い
っ
た
方
に
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
な
の
か
を
十
分
に
検
証
す
る
と

と
も
に
、
国
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
の
整
備

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

低
迷
が
続
く
林
業
に
対
す
る

振
興
施
策
に
つ
い
て

問
　「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
に
対

　
　
す
る
考
え
方
は　
　

　　
　

こ
れ
ま
で
、
搬
出
間
伐
、
伐
り
捨

　
　

て
間
伐
を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
の
間

伐
施
業
も
補
助
制
度
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら

は
、
一
定
量
の
搬
出
間
伐
を
伴
う
も
の

以
外
は
、
伐
り
捨
て
間
伐
を
補
助
対
象

外
と
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
和
歌
山
県
の
よ
う
な
急
峻
な

地
形
が
多
い
地
域
で
は
、
搬
出
間
伐
主

体
の
森
林
施
業
だ
け
が
補
助
制
度
の
対

象
と
な
っ
て
し
ま
う
と
、
今
後
の
森
林

施
業
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

森
林
施
業
に
お
け
る
地
域
の
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
き
た
森
林
組
合
で
は
、

計
画
的
な
間
伐
実
施
を
行
い
、
健
全
な

森
林
育
成
と
と
も
に
林
業
労
働
者
の
就

労
の
場
を
確
保
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

伐
り
捨
て
間
伐
を
中
心
と
し
た
森
林
施

業
に
よ
っ
て
地
域
林
業
の
振
興
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

　

市
と
し
ま
し
て
は
、
現
在
の
林
業
を

め
ぐ
る
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

森
林
機
能
の
維
持
及
び
林
業
生
産
体
制

の
確
保
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
林

道
整
備
や
機
械
化
へ
の
支
援
の
ほ
か
、

伐
り
捨
て
間
伐
に
対
す
る
国
、
県
補
助

へ
の
市
単
独
補
助
の
上
乗
せ
や
再
造
林

ヒ
ロ
メ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ

い
て

問
　
ヒ
ロ
メ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
図
る

　
　
た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行

　
　
っ
て
は
ど
う
か  　

　
　

　
　

ヒ
ロ
メ
は
、
元
々
田
辺
湾
に
自
生

　
　

し
て
い
る
海
藻
で
、
京
阪
神
地
域

の
大
手
量
販
店
で
「
紀
州
ひ
ろ
め
」
の

名
称
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

収
穫
量
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一

年
度
で
約
十
五
ト
ン
、
そ
の
う
ち
一
割

程
度
が
県
外
出
荷
、
九
割
が
市
内
流
通

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
外
向
け
の
流
通

が
増
加
す
る
に
伴
い
生
産
量
を
増
加
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

安
定
し
た
生
産
に
は
、
販
路
の
拡
大

が
大
変
重
要
で
す
の
で
、
大
都
市
圏
で

の
商
談
会
等
へ
の
積
極
的
な
出
展
や
周

年
流
通
の
た
め
の
冷
凍
商
品
の
開
発
な

ど
、
今
後
さ
ら
に
販
路
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
化
し
、
価
格
の
安
定
化
、

漁
業
者
の
所
得
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ロ
メ
は
、
地
元
で
は
ヒ
ト
ハ
メ
と

し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
店
舗
も
あ
り
、

混
乱
を
き
た
す
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

当
面
の
取
り
組
み
と
し
て
名
称
を
併
記

す
る
な
ど
、
ど
ち
ら
で
も
認
識
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
、
な
お
一
層
、
県
、
漁
業
協
同

組
合
及
び
漁
業
者
と
緊
密
な
連
携
を
図

り
、
漁
業
者
に
と
っ
て
将
来
展
望
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
漁
業
を
目
指
し
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
）
に
つ
い
て

問
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
実
施
に
よ
る
本
市
へ
の
影

　
　
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら

　
　
れ
る
か

　
　

　
　
市
の
農
業
は
、
梅
、
ミ
カ
ン
を
主

　
　

と
し
た
果
樹
栽
培
が
中
心
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
米
や
小
麦
の
よ
う
に
直
接

的
な
影
響
は
少
な
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
今
以
上
に
、
海
外
産
フ
ル
ー
ツ
が

安
価
に
流
通
す
る
こ
と
で
、
ミ
カ
ン
の

消
費
が
落
ち
込
み
、
価
格
が
低
迷
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
内

の
輸
出
関
連
事
業
者
が
少
な
い
こ
と
か

答

答

答

答

を
支
援
す
る
や
ま
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

な
ど
総
合
的
な
森
林･

林
業
振
興
対
策

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
と
も
森
林

組
合
と
の
共
通
認
識
の
下
、
こ
う
し
た

地
域
の
実
情
等
を
、
国
や
県
に
対
し
て

訴
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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ら
も
、
市
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
メ
リ
ッ

ト
よ
り
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参

加
に
際
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

検
証
し
、
対
応
策
に
つ
い
て
も
十
分
議

論
す
る
必
要
が
あ
り
、
国
民
の
理
解
を

得
な
い
ま
ま
に
参
加
す
べ
き
で
な
い
と

考
え
て
お
り
、
今
後
も
国
の
動
向
を
十

分
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

　
植
芝
盛
平
翁
の
顕
彰
事
業
に

つ
い
て

問
　
植
芝
盛
平
翁
の
顕
彰
事
業
と
合
気

　
　
道
の
普
及
啓
発
の
た
め
の
取
り
組

　
　
み
は　

　
　

　
　

植
芝
盛
平
翁
の
偉
業
を
中
心
に
、　

　
　

翁
の
生
き
様
や
生
涯
、
合
気
道
が

確
立
さ
れ
る
ま
で
を
ま
と
め
た
市
民
読

本
「
植
芝
盛
平
翁
の
生
涯
」
を
作
成
し
、

市
内
に
お
い
て
は
全
戸
配
付
、
小
学
校

に
お
い
て
は
「
郷
土
の
偉
人
植
芝
盛
平
」

と
い
う
副
読
本
を
活
用
し
、
合
気
道
と

な
が
ら
も
、
本
市
に
お
け
る
部
活
動
に

よ
る
学
区
外
通
学
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
幼
少
期
か
ら
継
続
し
て

き
た
活
動
や
、
強
く
希
望
す
る
活
動
を

保
障
し
、
生
徒
の
自
主
性
や
協
調
性
、

責
任
感
や
連
帯
感
を
育
成
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
で
は
運
動

部
活
動
に
限
ら
ず
、
芸
術
や
文
化
活
動

に
つ
い
て
も
そ
の
対
象
と
し
、
就
学
予

定
中
学
校
に
希
望
す
る
部
活
動
が
な
い

場
合
、
希
望
す
る
部
活
動
が
あ
る
最
寄

り
の
中
学
校
に
就
学
校
を
変
更
で
き
る

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
よ
さ
を
生
か
し
、
可
能
性

を
伸
ば
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
変
有

意
義
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

近
年
、
県
立
中
学
校
や
私
立
中
学
校

に
進
学
す
る
児
童
も
多
く
、
転
居
に
よ

る
就
学
指
定
の
変
更
等
か
ら
、
学
校
に

よ
っ
て
は
、
今
後
生
徒
数
が
減
少
し
、

学
級
編
成
に
影
響
が
生
じ
る
恐
れ
の
あ

る
中
学
校
も
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
影
響
も
考
慮

し
、
部
活
動
に
よ
る
学
区
外
通
学
の
許

可
に
つ
い
て
は
、
審
査
会
を
設
け
て
十

分
協
議
し
決
定
し
て
い
ま
す
。

学
校
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
に

つ
い
て

問
　
ク
ー
ラ
ー
は
教
室
に
必
要
な
設
備

　
　
で
あ
り
、
設
置
を
考
え
る
べ
き
で

　
　
は
な
い
か　

　
　

　
　

近
年
、
地
球
温
暖
化
等
の
影
響
も

　
　

あ
り
、
夏
場
の
学
校
、
教
室
は
非

常
に
暑
く
、
文
部
科
学
省
が
定
め
る
「
学

校
環
境
衛
生
の
基
準
」
で
、
夏
の
教
室

温
度
は
三
十
度
以
下
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
昨
年
の
夏
は

決
し
て
良
好
な
室
内
環
境
と
は
言
え
な

い
状
況
で
あ
っ
た
と
思
慮
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
が
一
日
の

大
半
を
過
ご
す
活
動
の
場
で
あ
り
、
児

童
生
徒
の
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
た
め

の
教
育
環
境
と
し
て
、
重
要
な
意
義
を

持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
年
の
気
温

上
昇
傾
向
や
、
児
童
生
徒
の
多
く
が
家

庭
等
に
お
け
る
日
常
生
活
に
お
い
て
、

ク
ー
ラ
ー
を
使
用
し
て
い
る
環
境
で
生

活
す
る
状
況
を
勘
案
す
る
と
、
教
室
へ

の
ク
ー
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
検
討
の
必

要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
は
、
児
童
生

徒
の
安
心･

安
全
面
を
最
優
先
と
し
て
、

校
舎
等
の
耐
震
補
強
や
老
朽
校
舎
改
築

等
に
力
を
注
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

小
中
学
校
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
に
つ
い

て
は
、
将
来
的
な
検
討
課
題
と
し
て
研

究
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

答

﹁
人
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
﹂
の
施

策
と
は

問
　「
人
を
大
切
に
す
る
教
育
」
の
基
本

　
　
方
針
は
、
学
校
教
育
及
び
公
民
館

　
　
活
動
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置

　
　
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か　

　
　

人
を
大
切
に
す
る
教
育
の
基
本
方

　
　

針
で
は
、
私
た
ち
の
人
権
認
識
を

深
め
て
、
幸
せ
に
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
を
つ
く
る
と
い
う
目
標
を
定
め

て
お
り
、
教
育
委
員
会
で
は
、
学
習
活

動
を
通
し
て
、
人
権
問
題
に
対
す
る
正

し
い
理
解
と
知
識
を
深
め
、
豊
か
な
人

権
感
覚
を
身
に
付
け
る
た
め
の
取
り
組

み
を
継
続
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
分
野
で
は
、
校
長
会
を

は
じ
め
と
す
る
会
議
に
お
い
て
方
針
の

徹
底
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
人
権
教

育
の
進
捗
状
況
を
点
検
、
検
証
し
て
い

答

い
う
武
道
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
植
芝

盛
平
翁
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ

た
か
に
つ
い
て
、
授
業
で
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
明
洋
中
学
校
で
は
、

本
年
度
は
一
年
生
で
合
気
道
の
授
業
を

導
入
し
、
来
年
度
は
一
、二
年
生
、
そ
し

て
平
成
二
十
四
年
度
に
は
、
全
学
年
で

導
入
す
る
計
画
で
、
体
育
教
諭
か
ら
は
、

「
勝
敗
を
目
的
と
せ
ず
、
心
身
の
鍛
錬
を

第
一
と
す
る
合
気
道
は
、
授
業
に
適
し

て
い
る
」
と
い
う
感
想
も
聞
い
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
検
証
し
、
今
後
可
能

な
範
囲
で
市
内
各
校
へ
も
普
及
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
勢
要
覧
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
も
、
南
方
熊
楠
、
弁
慶
と
と
も
に

田
辺
三
偉
人
の
一
人
と
し
て
植
芝
盛
平

翁
の
人
物
、
偉
業
、
合
気
道
の
理
念
に

つ
い
て
掲
載
し
、
市
内
外
へ
情
報
発
信

し
、
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

部
活
動
に
よ
る
中
学
校
通
学

区
域
の
弾
力
化
に
つ
い
て

問
　
制
度
導
入
に
よ
る
学
校
へ
の
影
響

　
　
は
な
い
の
か

　
　

　
　

近
年
、
幼
少
期
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

　
　

ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
活
動
を
行
う
子

供
た
ち
が
多
く
、
中
学
校
期
の
部
活
動

に
対
す
る
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
県
の
意
向
に
沿
い

答
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ま
す
。
一
方
、
生
涯
学
習
課
で
は
、
各

公
民
館
に
お
い
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
人
権
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
生
活

の
中
に
あ
る
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
の

解
決
に
結
び
つ
く
よ
う
、
地
域
別
に
人

権
学
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
の

人
権
課
題
を
踏
ま
え
た
テ
ー
マ
を
決
め

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
今

後
と
も
人
を
大
切
に
す
る
教
育
の
基
本

方
針
の
理
念
に
沿
っ
た
人
権
教
育
・
啓

発
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
る

美
術
館
に

問
　
市
民
に
親
し
ま
れ
る
美
術
館
に
な

　
　
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

　
　
み
を
し
て
い
る
か　

　
　

美
術
館
で
は
、
日
ご
ろ
の
調
査
や

　
　

研
究
活
動
に
基
づ
い
て
、
市
民
生

活
の
質
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
、
本
館
、

分
館
と
も
に
優
れ
た
美
術
品
を
紹
介
す

る
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
特
別

　

展
で
は
、
記
念
講
演
会
を
開
催
し
た
り
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

の
開
放
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
供
た
ち
に
美
術
に
対
す
る
興
味

や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
学
校

や
学
年
単
位
で
美
術
館
に
来
て
も
ら
い
、

作
品
を
鑑
賞
で
き
る
機
会
を
設
け
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

　

美
術
館
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
取

り
組
み
と
し
て
、
本
館
で
は
、
昨
年
十

月
に
新
庄
総
合
公
園
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
花

つ
ぼ
み
が
開
催
し
た
「
コ
ス
モ
ス
ま
つ

り
」
に
協
賛
し
、
二
日
間
限
定
の
招

待
券
を
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
二
日
間
で

四
百
五
十
人
に
入
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。

分
館
で
は
、
毎
年
十
一
月
三
日
に
開
催

し
て
い
る
地
元
イ
ベ
ン
ト
「
熊
野
古
道

癒
し
の
里
・
近
露
ま
る
か
じ
り
体
験
」

に
協
賛
し
、
無
料
入
館
券
を
配
布
し
て

お
り
、
多
い
年
に
は
一
日
六
百
人
以
上

の
入
館
者
が
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

こ
れ
ら
を
継
続
し
て
、
美
術
館
を
よ
り

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　　　　　議会運営委員会行政視察報告
　　（紙面の都合上、委員会視察報告書より、一部抜粋して掲載しています）　

　

　

　小金井市では、議会運営委員会の行政視察を機に、地方分権化に伴う議会改革を進め

ていくべきではないかとの観点から、６項目の調査の柱をもとに、６７項目を具体的調

査項目として決定し、それぞれの提案事項について、平成１４年度に１３回審査を行

い、議会改革に関する諸課題の調査報告書を取りまとめました。主な取り組みとしては、

インターネットによる議会中継システムの導入や会議の原則公開、議会広報編集委員

会による議会だより発行、一般質問における一問一答の実施、傍聴規則の見直しを行っ

ており、その後も２年サイクルで現状の問題を見直すなど、議会改革に積極的に取り

組んでいます。議会運営委員会で議会改革推進の意思統一をしてからの進展は目覚まし

く、それは、議会や議員全体が議会改革の必要性をしっかりと認識して取り組み始め

たことが大きな要因だと考えられます。それぞれの会派、委員が提案を競い合い、議

会をよりよいものにしていくという姿勢が伝わってきました。

　全国市議会議長会は、市議会の議長が、その相互間の連絡、共通する問題協議及び

処理のために設けた全国的連合組織で、今回の行政視察では、全国で取り組まれてい

る議会改革の動向や状況などについて説明を受けました。全国的に議会改革が取り組

まれている背景として、平成１２年の地方分権一括法が施行されたことが大きな引き

金となっていますが、その根底には地道に「開かれた議会」「身近な議会」を模索して

きた自治体議会の努力があったことが伺えるところです。

　議会改革はあくまでも手段であり目的ではなく、終わることのない永遠のテーマで

あり、常に現状を検証し、さらなる改革に取り組んでいこうとする小金井市議会の姿

勢から多くのものを学ぶことができました。今回の視察から先進事例のエッセンスを

吸収しながら今後の田辺市議会の議会改革に生かしたいと思います。

●実施日

   平成 23 年１月 24 日（月）

　　　　　　  ～ 25 日（火）

●視察地

　東京都小金井市

　全国市議会議長会

●出席委員（委員数：9 名）

　◎高垣幸司　○川﨑五一

　　安達克典　　松下泰子

　　佐井昭子　　山口　進

　　吉田克己　　久保隆一

　　天野正一  

　　　　　（◎委員長　○副委員長）

答
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【
誠
和
会
】

○
宮
本　

正
信　
　

山
口　
　

進

　

松
下　

泰
子　
　

中
本　

賢
治

　

吉
本　

忠
義　
　

【
く
ま
の
ク
ラ
ブ
】

○
陸
平　

輝
昭　
　

山
本　

紳
次

　

棒
引　

昭
治　
　

高
垣　

幸
司

　

久
保　

隆
一	

　

【
一
乗
会
】

○
安
達　

幸
治　
　

市
橋　

宗
行

　

天
野　

正
一　

＊
谷
口　

和
樹

【
日
本
共
産
党
】

○
真
砂
み
よ
子　
　

川
﨑　

五
一

　

久
保　

浩
二

【
紀
新
会
】

○
安
達　

克
典　
　

塚　
　

寿
雄

＊
鈴
木　

太
雄

【
公
明
党
】

○
小
川　

浩
樹　
　

佐
井　

昭
子

　

出
水　

豊
数

【
清
新
会
】

○
吉
田　

克
己　
　

森　
　

哲
男

【
無
所
属
】

　

宮
田　

政
敏

　
　
　
　

＊
印
は
年
度
内
に
議
員
を
辞
職

平
成
二
十
二
年
度
会
派
構
成

（
○
は
会
派
代
表
者
）

　
※
会
派
と
は
、
同
じ
考
え
や
意
見     

を
市
政
に
効
果
的
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
同
じ
主
義
・
主
張
を
持
っ
た
議
員

が
集
ま
っ
て
結
成
し
て
い
ま
す
。

■
支
出
項
目
の
説
明

【
研
究
研
修
費
】

　

会
派
が
研
究
会
若
し
く
は
研
修
会
を
開
催
す

る
た
め
に
必
要
な
経
費
又
は
会
派
に
所
属
す
る

議
員
等
が
他
の
団
体
の
開
催
す
る
研
究
会
若
し

く
は
研
修
会
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

【
調
査
旅
費
】

　

会
派
の
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要

な
先
進
地
調
査
又
は
現
地
調
査
に
要
す
る
経
費

【
資
料
作
成
費
】

　

会
派
の
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要

な
資
料
の
作
成
に
要
す
る
経
費

【
資
料
購
入
費
】

　

会
派
の
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要

な
図
書
、
資
料
等
の
購
入
に
要
す
る
経
費

【
広
報
費
】

　

会
派
の
調
査
研
究
活
動
、
議
会
活
動
、
市
の

政
策
等
に
つ
い
て
住
民
に
広
報
し
、
又
は
報
告

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

【
広
聴
費
】

　

会
派
が
市
又
は
会
派
の
政
策
等
に
対
す
る
住

民
の
要
望
又
は
意
見
を
聴
く
た
め
の
会
議
等
に

要
す
る
経
費

【
人
件
費
】

　

会
派
の
行
う
調
査
研
究
活
動
を
補
助
す
る
職

員
を
雇
用
す
る
経
費

【
事
務
所
費
】

　

会
派
の
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要

な
事
務
所
の
設
置
及
び
管
理
に
要
す
る
経
費

【
そ
の
他
の
経
費
】

　

上
記
以
外
の
経
費
で
会
派
の
行
う
調
査
研
究

活
動
に
必
要
な
経
費

政
務
調
査
費
収
支
報
告

《
平
成
二
十
二
年
四
月
～
平
成
二
十
三
年
三
月
》

　

政
務
調
査
費
と
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、「
田
辺
市
議
会

政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
」
を
定
め
て
、
議
員
の
調

査
研
究
に
資
す
る
た
め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
ま

す
。

　

当
市
で
は
、
会
派
に
対
し
て
、
会
派
の
所
属
議
員
数
に
月
額

二
万
円
を
乗
じ
た
額
が
支
給
さ
れ
、
使
途
基
準
は
、「
田
辺
市
議

会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
」
で
定
め
、
議

会
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
す
べ
て
の
支
出
に
対
し
領
収
書
の
写

し
を
添
付
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
派
の
代
表
者
は
、
年
度
ご
と
に
収
支
報
告
書
を
作
成

し
、
残
余
金
が
生
じ
た
場
合
は
返
還
し
て
お
り
、
収
支
報
告
書
は

市
民
の
皆
様
に
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
田

辺
市
議
会
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
二
十
二
年
度
に
交
付
さ
れ
た
政
務
調
査
費
の
収
支

報
告
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■政務調査費使途内訳【会派別】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

所属会派名 誠和会 くまのクラブ 一乗会 日本共産党 紀新会 公明党 清新会 無所属 合　計
会派人数 5 人 5 人 3(4) 人 3 人 2(3) 人 3 人 2 人 １人 ２4(26) 人

収
入

交付額 1,200,000 1,200,000 880,000 720,000 680,000 720,000 480,000 240,000 6,120,000 

預金利息 171 185 122 95 87 113 90 53 916 

支　
　
　
　

出

研究研修費 2,000 2,250 0 5,315 0 0 0 0 9,565 

調査旅費 544,730 616,850 411,650 126,954 380,760 205,714 51,460 197,770 2,535,888 

資料作成費 117,600 286,795 15,069 5,670 24,360 2,016 0 0 451,510 

資料購入費 320,195 2,100 141,360 94,002 274,405 20,500 0 42,283 894,845 

広報費 0 0 0 340,176 0 93,450 0 0 433,626 

広聴費 0 0 0 13,000 0 0 0 0 13,000 

人件費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
事務所費 0 0 0 31,868 0 0 0 0 31,868 

その他の経費 0 0 10,940 0 0 0 0 0 10,940 

合　計 984,525 907,995 579,019 616,985 679,525 321,680 51,460 240,053 4,381,242 

返還額 215,646 292,190 301,103 103,110 562 398,433 428,630 0 1,739,674 

■政務調査使途内訳【全体】
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次回の「市議会だより」

　８月号

　（６月定例会の報告）

　議会日程の詳細や議会だよりの内容等について、

ご意見・ご質問がありましたら、次までご連絡ください。

　ホームページでは、 議会の情報や会議録をご覧い

ただけるほか、 声の議会だよりもご利用いただけま

す。

【連絡先】　

田辺市議会事務局

　〒６４６－８５４５　　田辺市新屋敷町１番地

　　　ＴＥＬ　０７３９－２６－９９４０ （直）　　　　　　　　

　　　ＦＡＸ　０７３９－２５－５５７９　　　　　　　　　　  　

　　　Ｅ－ｍａｉｌ : ｇｉｋａｉ＠ｃｉｔｙ . ｔａｎａｂｅ . ｌｇ . ｊｐ

　　　ｈｔｔｐ : // ｗｗｗ . ｃｉｔｙ . ｔａｎａｂｅ . ｌｇ . ｊｐ / ｇｉｋａｉ /  

お知らせ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議会活動日誌
　　本会議　　　　２月２８日　（１日目）　議案の提案説明

　　　　　　　　　３月　１日　（２日目）　議案の提案説明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議案に対する質疑及び付託

　　　　　　　　　　　１０日　（３日目）　委員長報告・議案審議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般質問（２人）

　　　　　　　　　　　１１日　（４日目）　一般質問（４人）

　　　　　　　　　　　１４日　（５日目）　一般質問（４人）

　　　　　　　　　　　１５日　（６日目）　一般質問（２人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議案に対する質疑及び付託

　　　　　　　　　　　２５日　（７日目）　委員長報告・議案審議

　　委員会等
　　２月１４日　総務企画委員会（報告について）

　　　　２２日　議会運営委員会（３月定例会運営について）

　　　　２８日　国体に係る三四六総合運動公園等整備特別委員会

　　　　　　　　（正副委員長の互選について）

　　３月　１日　文教厚生委員会（報告について）

　　　　　３日　産業建設委員会（付託議案審査について）

　　　　　　　　文教厚生委員会（付託議案審査について）

　　　　　４日　総務企画委員会（付託議案審査について）

　　　　１０日　総務企画委員会（委員長報告について）

　　　　　　　　産業建設委員会（委員長報告について）

　　　　　　　　文教厚生委員会（委員長報告について）

　　　　　　　　国体に係る三四六総合運動公園等整備特別委員会

　　　　　　　　（三四六総合運動公園整備に係る事務事業について

　　　　　　　　 など）

　　　　１１日　議会運営委員会（３月定例会運営について）

　１４日　議会運営委員会（３月定例会運営について）

　　　　　文教厚生委員会（報告について）

　１５日　高速道路及び国道バイパス促進特別委員会

　　　　　（近畿自動車道紀勢線及び西バイパスの工事の進捗

　　　　　  についてなど）

　１６日　産業建設委員会（付託議案審査について）

　　　　　文教厚生委員会（付託議案審査について）

　１７日　産業建設委員会（付託議案審査について）

　　　　　文教厚生委員会（付託議案審査について）

　１８日　総務企画委員会（付託議案審査について）

　２２日　総務企画委員会（付託議案審査について）

　２５日　議会運営委員会（最終日の日程等について）

　　　　　総務企画委員会（委員長報告について）

　　　　　産業建設委員会（委員長報告について）

　　　　　文教厚生委員会（委員長報告について）

※　上記日程は変更することがあります。

　　傍聴希望の場合は、日時をお問い合わせください。

議会を傍聴しませんか？　

　議会では、市民の皆さんの生活に密着し

た重要な問題が審議されています。

　市政を知る良い機会としてお気軽に足を

運んでみませんか。

　下記の日程で定例会を開催する予定で

す。

平成 23 年６月定例会（予定）

　　本会議　　６月２０日・２９日・３０日

　　　　　　　７月１日・４日・１２日　　

　　委員会　　７月５日・６日・７日

　　　　　　　　　８日・１１日（予備日含む）

　


